
　

長
い
冬
を
越
え
て
春
を
迎

え
る
と
朝
の
散
歩
が
気
持
ち

い
い
季
節
に
な
る
。
歩
く

先
々
で
鳥
の
鳴
く
声
を
聞
き
、

見
え
な
い
姿
を
追
い
な
が

ら
、
こ
ん
な
小
鳥
で
は
な
い

か
と
思
い
を
馳
せ
る
の
も
楽

し
い
。
足
元
に
は
小
さ
な
花

が
咲
い
て
い
て
、
少
し
先
の

木
々
に
も
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
い
て
い
る
。
山
を
見
れ

ば
、
新
緑
が
そ
こ
か
し
こ
で

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
奏
で
る
。

　

朝
の
楽
し
み
も
年
に
数
回

し
か
な
い
と
思
う
風
景
と
の

出
会
い
も
あ
る
。
田
に
水
が

張
ら
れ
る
頃
に
は
水
鏡
が
見

ら
れ
る
。
朝
の
少
し
の
時
間

だ
け
風
の
止
む
事
が
あ
っ

て
、
あ
た
り
一
面
の
田
が
す

べ
て
鏡
と
な
っ
て
風
景
が
変

わ
る
。
そ
の
鏡
に
山
や
雲
や

青
空
が
映
っ
て
、
自
然
の
描

く
絵
は
見
あ
き
な
い
。

　

心
和
ま
せ
て
く
れ
る
そ
ん

な
出
会
い
の
朝
は
一
日
が
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
。

うぐいすさん

（小須戸）

「朝」

①昭和45年（1970年）
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・ホーム
　ページ

・Facebookの情報も随時更新中

(0250)25－5715
(0250)38－5210

　昭和 45年の写真と思われる。はさ木
が道の両側に並び田んぼが周囲に広がっ
ていた。

②平成５年（1993年）
　昭和49年から工事が始まり昭和57年
に開通した。秋になると紅葉が美しい。
並木はトウカエデである。

③令和２年（2020年）
　沿道には店舗・住宅が立ち並び、並木
も大きく成長した。最近でも分譲地に
あっという間に新しい家が建てられた。
田畑はすっかり姿を消した。

つい最近の新聞に「魔法の箱」という記事があった。フランスのある所では、子どもたちが紙芝居の舞台をそう呼んでいるそうだ。小さい頃、

近所に紙芝居屋さんが来て、その絶妙な語りで想像の世界に引き込まれた思い出がある。あれは「魔法の箱」だったんだ。 （る）

（公財） 新潟県都市緑花センター 　共催

花と緑の教室

小
須
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「リ
バ
ー
サ
イ
ド
シ
ネ
マ
」

偶
数
月
第
２
火
曜
日
、
午
後
１
時
半
か
ら
大
広
間
に
て

定
期
的
に
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
１
回
目
は
６
月
14
日

で
す
。
入
浴
を
伴
わ
な
い
場
合
、
入
館
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
（
リ
ク
エ
ス
ト
募
集
中
）
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川  柳

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは5月24日（火）となります。ご理
解の程、よろしくお願いいたします。
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俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

俳　句小須戸地区図書室 新刊案内
秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

♡子育て支援の紹介♡♡子育て支援の紹介♡

子育て中の心配なこと不安なことについ

て、お気軽にご相談ください。

＜育児相談＞＜育児相談＞

　毎月1回、新津健康センター

にて予約制で行っています。お子さんの

発育や発達、授乳や離乳食についてなど

育児全般の相談ができます。妊娠中や産

後のお母さんの相談にも応じています。

＜妊娠・子育てほっとステーション＞＜妊娠・子育てほっとステーション＞

　区役所健康福祉課に設置してあり、妊

娠・出産・子育てについての相談ができ

ます。☎０２５０－２５－５６８５☎０２５０－２５－５６８５

＜地域子育て支援センター＞　＜地域子育て支援センター＞　

　保育士による子育て相談、親子遊びな

どを催し、フリースペースの開放などを行っ

ています。秋葉区に 5か所あります。

　他に、離乳食の講習会やお子さんの発

達段階に応じた健診があります。子育て

関する情報は、区だよりや市のホームペー

ジでもお知らせしています。

・肺がん(結核)検診　5月24日(火)　9時～11時  小須戸地区ふれあい会館　　13時半～15時 小須戸まちづくりセンター（※予約不要　ふれあい会館は内履/靴袋持参）
・乳がん検診　　　     5月24日(火)　9時半～11時半  小須戸まちづくりセンター　(※予約必要　市役所コールセンター　ＴＥＬ025-243-4894へ)

◆利 用 者　　 概ね７５歳以上でお 1人又はご夫婦のみの 1戸

　（対象者） 　　にお住まいの方

◆申込期間 　　令和４年５月１日（日）～１０月２５日（火）まで

　　　　　　　　　

◆作業内容 　　家の外回りの整理、草刈り

◆作業時間　 　１時間程度

◆利 用 料 　　１回　５００円

◆お問い合わせ・申込先

　小須戸コミュニティ協議会（電話：０２５０-４７-３６６５）

家外の整理及び草刈りのお手伝いを
します！「地域お手伝い隊事業」

小
須
戸
文
化
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

小
須
戸
文
化
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
15
日(
金
)
、
小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、
小
須
戸
文
化
協
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
10
月
29
日(
土
)・
30
日(
日
)
に
市
民
展
、
11
月
13
日(
日
)
に
芸
能
祭
、
文
化

協
会
だ
よ
り
の
発
行
、
ロ
ビ
ー
展
へ
の
展
示
な
ど
の
事
業
計
画
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

文化協会総会の様子。写真中央は議長の青木達男さん

令和４年度の小須戸文化協会組織体制図

本部

全体会議

会長
杉本昭彦

会計
 馬場綾子
長澤ゆう子

会計監査
 佐藤奉子
 木村一夫

広報委員
本部役員

事務局
白井己致子

副会長
髙崎正道

文化部部会長
会田修

芸能部部会長
佐藤喜代一

文化部副部会長
田澤久三

芸能部副部会長

文化部１８団体 芸能部１１団体

中野節子

令和４年度　小須戸地区公民館事業計画表令和４年度　小須戸地区公民館事業計画表

スリッパ卓球による新潟市内唯一の大会（競技４種目）

庭木剪定を学び、各家庭をきれいにすることで、輝くような街並み
をつくる

にいがたスリッパ卓球大会

庭木剪定講習会

未定　　

６月　　

花の植栽作業による学校・地域団体の連携強化を図る花いっぱい運動 ５～11月

三世代で様々なスポーツに挑戦体験！ニュースポーツ入門 １～２月

園児の保護者を対象にした家庭教育向上の講演会及び子育て情報交換家庭教育講演会 ７月

科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造する力を育むやってみよう科学実験

夏に負けないスポーツ体験

８月

長期の夏休みを利用した子どもの体験学習

区役所健康福祉課と連携した健康教室

土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講座と実技指導

地域住民による作品展示

地域住民による芸能発表会

参加者の技術向上と交流を図る

公民館や地域の明るい話題や情報を紹介

こどもプログラミング教室

リバーサイドシネマ

健康教室

プチ書道教室

ペットと防災

新津南高等学校学校開放講座

小須戸地区市民展

小須戸地区芸能祭

小須戸地区囲碁・将棋大会

苔テラリウムを飾ろう！

こすど地区公民館報の発行

７月

８月

地域住民の指導による門松づくりを通して、子どもたちに新たな
学びの機会としての社会活動を促す

ミニ門松づくり 12月

「花と緑のまち小須戸」ならではの植物を使った「花育」を小学生
と親または祖父母で学ぶ

みどりの植物を楽しもう ５～７月

４～３月

「モノづくり」を通して親子で学ぶことを目的とする。さまざまな工程を経
て一つのものを制作することで、モノづくりへの関心、達成感を提供する

夏休み期間中、学童のひまわり児童を対象に、狭い館から出て体
を動かすスポーツ体験を実施する

老人福祉センターを会場に映画を上映し、高齢者が元気で社会と
関わりをもつように促すとともに、生きがいを持てるようにする

社会生活において筆を使う場面は少なくない。ビジネスマナーの
一環として書道を学ぶ

防災の話や動物の応急手当の方法、避難の疑似体験を通じて、避
難所でのペットとの生活がどのようなものかを学ぶ

様々な種類の苔を使って、ポットの中に新しい世界を創作する。また、
制作した「苔テラリウム」を映える構図で撮影するテクニックも学ぶ

色鉛筆やパステルなどの画材を用いて着彩を体験する。また、
陰影や質感をリアルに表現する技法を習得する

親子レザークラフト体験会 10月

11月

11月

６月

1.人づくり、地域づくり
　を通した地域コミュ
　ニティ活動の活性化
　への支援する事業

2.家庭における教育力
　向上を支援する事業

3.青少年の生き抜く力
　を育む機会を充実す
　る事業

９～11月

10月

11月

11月

７～８月

８月

毎月発行

5.現代的・社会的課題
　を探り、問題解決を
　促す学習機会の提供
　する事業

6.その他

※詳細については、随時公民館報などでお知らせします。

4.高齢者の学習支援や社
会参加を促進する事業

楽しいいろえんぴつとパステル

重点化項目 事業名 事業の目的・主旨 実施予定月

【一般書】

・『LINE/Facebook/Twitter/Instagram/

 YouTube/Zoom の「わからない !」を

 ぜんぶ解決する本』（宝島社）

・『オートミール楽やせスープレシピ』

 岩崎 啓子／著，石原 新菜／監修 （宝島社）

・『猫にひろわれた話』

 猫びより編集部／編（辰巳出版）

・『ボタニカ』　朝井 まかて／著 （祥伝社）

・『黛家の兄弟』　砂原 浩太朗／著 （講談社）

・『鑑定人 氏家京太郎』　中山 七里／著

 （双葉社）

・『アクトレス』　誉田 哲也／著（光文社）

・『もう別れてもいいですか』

 垣谷 美雨／著　（中央公論新社）

・『母の待つ里』　浅田 次郎／著（新潮社）

【児童書】

・『恐竜と古代の生物図鑑』

 平山 廉／日本語版監修，渡邊 真里／訳

 （ポプラ社）

※環境美化活動はどなたでも参加できます。

花や環境に興味のある方は山の手コミ協まで連絡ください （38 ‐ 3151）

秋に行った環境美化活動が秋に行った環境美化活動が

今、きれいな花を咲かせています今、きれいな花を咲かせています

お
待
ち
し
て

　
　

お
り
ま
す
。

　 矢代田駅西口とふれあい会館のプランター

には、 チューリップ、 パンジー、 ビオラ、 色

とりどりの花が、 楽しそうに咲いています。

　 昨年１１月、 矢代田保育園児、 矢代田小学

校３年生が地域のボランティアさんと一緒

に植えた球根や苗がすくすく育ちました。
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